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は　じ　め　に

平成6年5月には、開館19年目を迎える当館は現在、正面玄関への階段

右手にあった鹿児島県から贈られた蘇鉄と桜島の溶岩を「百寿の塔」の下

に移し、その跡地一帯に新しい博物館施設「マイ・ミュージアム」棟の建

設工事が進捗しています。この建物は、数年来の構想が平成5年度予算に

計上され、しょう酒を4階建てが当館の表玄関となり、県民のコレクショ

ンの展示室に加えて、双方向性のオリジナルソフトによるハイビジョンの

放映、マルチメディアでの情報検索等最先端の情報技術を駆使するユニー

クを施設として平成6年度末の完成を予定しています。

平成5年度は、この新施設の実施設計から起工式、ハイビジョンソフト
「ハイパー風土記岐阜・美濃路」の資料収集と試作ソフトの制作、県民コ

レクションの展示希望者募集開始などを行いました。6年度は、建物工事

の本格化と合わせて内部施設、設備の仕様の決定と発注、映像ソフト「美

濃路」の完成と続編「中山道」の資料収集、県民コレクション展示計画の

作成等、新施設が夢と魅力にあふれた博物館として機能できるよう、皆様

の御理解を得て万全を期したいと願っています。

従来からの博物館運営におきましては、5年度は特別展「土と炎の芸術」
「失われゆ〈植物」を開催、特別陳列「学校宝物展」は、3回シリーズの

最終回を実施し、それぞれ好評をいただきました。常設展も一部新資料等

による展示替えを行いましたが、恐竜化石の特設コーナー展示、木曾川河

川敷で5年9月末に採取した大型ほ乳類足跡化石の公開も行い話題を呼

びました。6年度も特別展は春秋の2回開催し、夏と冬には新しい構想に

よる資料紹介展と特別陳列を企画し、特設コーナーの充実も図るように努

めます。日曜講座、土曜教室、自然観察会などの教育普及事業も盛況であ

り、今後も一層満足度の高いものとするよう改善を重ねる所存です。

ここに、平成5年度事業の記録と平成6年度の事業計画の概要を記載し

た館報第17号を刊行しました。御高覧いただき、生涯学習社会の一翼を担

う博物館として、より多くの方々に有意義に御利用いただけるように御指

導、御支援を賜わりますようお願いします。

平成6年4月1日

岐阜県博物館長　横　山勢津男
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を

公開し、併せて、教育普及活動を行うことによ

り、広く県民の学習の場となり、また文化財保

護の精神の競馨に役立て新しい教養と文化の発

展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1．基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）
・自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料

の収集、保管、展示、調査研究及びそれらの活

用を図る総合博物館とする。

学校教育“社会教育との密接な連携を図り、

利用者が楽しく学習することができ、未来への

研究心と創造性を開発させるような生涯学習機

関とする。

県内の博物館及び相当施設との連携をとり、

資料の交換、提供を図り、本県の中央博物館と

しての役割を果たす内容と設備を有する施設と

する。

資料の開発及び保存並びに活用について、専

門的な調査研究を推進する。

2．基本的方針

（1）賃料収集

県内の歴史・考古・民俗・美術工芸・自然等

に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて

厳密な考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それ

ぞれ人文、自然の2部門に分ける。総合展示は、

だれにも親しめるよう平易な展示を心掛け、本

県の歴史の発展の概要と、自然環境の概要を理

解しやすく展示する。課題展示は、内容におい

て、前者よりやや高度のものとする。

展示の方法は、「（カ生涯学習の場として、幅広

い層に親しめる展示。（イ）資料の単なる羅列では

なくストーリー性のある展示。（切総花的展示を

避け、各時代の特色やテーマの本質をとらえた

展示。（⇒できる限り実物資料の展示をするが、

更に、図表、模型等多種類の資料も活用。（力視

聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える

設備。（力）明確で分かりやすい解説」とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代から近代、

現代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特

色を分かりやすく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の美術工芸」－特色ある郷土の

美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」一郷土の自

然の概要を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」－特色ある

自然物や事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示

する。

（3）事業運営

資料は、本県の歴史的発展の立場から価値の

あるもの、また県内の自然にかかわる価値のあ

るものを保全し、収集保有する。

常設展示は、県民の学習に役立たせるため、

展示構成の充実を図る。特別展示は、テーマの

設定に配慮し、内容の充実を図る。

調査研究は、資料に関する専門的、技術的な

調査研究と、資料の展示、保存に関する研究を

行う。

教育普及は、各種の催しものを通じて県民の

理解と関心を深め、生涯学習の場づくりをする。

併せて各種の啓発活動を推進する。
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〔沿　革〕

岐阜県博物館は、置県百年記念事業の1つと

して、昭和51年5月5日、アカマツなどの自然

林の生える里山の中に開館した。

県内各地の豊かな資料をもとに、常設展示を

人文展示室1・2、自然展示室1・2に分け、

郷土岐阜県を紹介した総合博物館である。

また、特別展を年に数回開催している。

博物館建設準備段階からの沿革は次のとおり

である。

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員会

において、博物館の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に博物館

準備担当を配置

6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事薄手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行　一般公開

巨匠三人展・スポーツ栄光展

7月　皇太子　同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人突破

特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視覚障害者（触察）コーナー」

開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコーナー設

置

特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室2を改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室1を改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさとの

祭り」

昭和62年4月　特別展「濃飛の弥生時代」

入館者110万人を突破
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7月　特別展「外国から侵入した生き

ものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室lを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博88記念展「中山道一

美濃十六宿」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　16日恐竜足跡化石自Iii村で発見

10月　特別展「移ろいゆ〈年中行事」

11月　日本生命財団より図書「岐阜県

博物館総合案内」4，000冊の寄贈

を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ」除幕

式

グリーンアドベンチャー標識設

置（自然観察のこみちに）

岐阜県博物館協議会に「新しい

時代・県民ニーズに対応できる

博物館の在り方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会より中間答

申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を設置

平成3年4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐阜鹿児島姉妹県盟

約20周年記念展「鹿児島－その

自然と歴史－」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会より「新し

い時代・県民ニーズに対応する

博物館の在り方について」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの－交流

する縄文・古代人－」

7月　特別展恐竜王国「恐竜一謎とロ

マンー」

10月　特別展「近世に輝く濃飛の群像」

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

8月　入館者1千人にアンケート実施

9月　29日大型ほ乳類足跡化石を美濃

加茂市で発掘

10月　特別展「失あれゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン風土

記・岐阜」イメージシュミレー

ションソフトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージアム棟起工

式

3月　大型は乳類足跡化石を展示

5



〔施設・設備〕

1．博物館

I館長室 

罵　1階平 
i 

I 

Eく倉 

第6 糧顧研修室 ＼ノ講堂i 嘲㌶／ 

鶉圭　一タ．　自然展示室2 

自然展示室1　諦　正面玄関 

休憩ラウンジ喫茶室 
i 　i ピロティ－I 

、、、．・j 

第5 収 庫 ���&隍ｹ[ﾙlｩ�ﾒ��cB����ﾌ����7�7��h�����ﾈ���

工作 室 

石工 室 

ヽ、、（∴∴∴∴「 　　l ／　　し、、ノ／ l 

写真室 

ガ　ス 

●∵・：言 

空調電気機械室 
第1 収蔵庫 

事務局 

EV 特別 収蔵図書 休憩ラ籍鷲2 

I　ホール 

人言タ 

・主要室名及び面積

室　　　　名 冤ｩ���儲ｨ�｢�

1　階 俾����)5x麌���583．8 

自　然展示　室　2 鼎s��C��

郷　土　学　習　室 涛X�CB�

講　　　　　　　　堂 ��sH�CR�

研　　　修　　　室 涛8�C"�

第　6　収　蔵　庫 ��C(�C��

2　階 ��ﾉ[h��5x麌�����942．2 

人文展示　室　2 鼎s��C��

特　別　展　示　室 ���8�C"�

図　書　資　料　室 �#3(�C��

視覚障害者コーナー 鉄��CB�

特　別　収　蔵　庫 ��C(�C��

地　階 ��h������������ﾌ��314．1 

第　2　収　蔵　庫 ��#h�C��

第　3　収　蔵　庫 ���(�C��

第　4　収　蔵　庫 涛��CB�

第　5　収　蔵　庫 鉄X�C��
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2．野外施設

日　誌 �)ｩ.(ﾏh��自fｹ�XﾏｹWB�

然“ 織：： ����

寮・・・．描i剖 ��

・　＼、＿J ��

の； ��
／ 

博　物　館 �������X�X�X�X�X�h�h�x�H�xｧﾙ�B���ｸﾉ;�(ｫ冕�b�

（1）自然観察のこみち

館内における‘‘郷土の自然’’の展示に対応し

自然環境の中に生きた展示として、季節ととも

に移り変わる自然のすがだを観察できるように

したこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万

葉集の植物の案内、ツツジの群生地、百草園、

マンサクの林などが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリ
ーンアドベンチャー常設コースとして、40本の

樹木にQ＆Aパネルを設置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は閉村とな

り藤橋村になったが、徳山の生活を後世に語り

継ぐため、当時徳山村芦莞在住の富IiI澄雄さん

から家屋の提供を受け、昭和62年10月7日、移

築復元を完了したもので、生活用具なども展示

し無料開放している。

・様　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　材　ブナ“トチ

・建面積120．97m2

・延面積197．48m2

・間取り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　根　芙母屋式、切り落とし窓つき

「≡三三語頭T　‾　‾‾“　　○ 
占 l 造 紺 地 埴 畠 山 ������������)ﾂ��9?�485�93x�ﾈ�b�)ｨ����凭ﾂ����ﾈ+�+�+�+���枇���ﾅﾂ�
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II　平成6年度　組織・運営

2．職員
平成6年4月現在

職　　　名

粛

正

千　田　友　清

大　滝　陽　子

酒　井　美　奈

長谷川　陽　子

亀　山　綾　子

加　藤　京　子

田　代　千津子

竹　内　寿　子

古野村　美保子

〔学　芸　部〕

学　　芸　　部　　反

訳長補佐兼人文係長
課長補佐（美術工芸担当）

II　（民　俗II）

II　（歴　　史Il）

学芸主事（考古・歴史Il）

課長補佐兼自然係長

課長補佐（地学担当）
′I　（動物II）

′I　（地学　〝）

学芸主事（植物II）

学芸嘱託員（昆虫Il）

課長補佐兼教育普及係長

（兼）課　長　補　佐

学　　芸　　主　　事

学　芸　嘱　託　員

II

II
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3．博物館協議会

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、または意見を述べる機関として、岐阜県

博物館条例（昭和51年）第2条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

平成6年3月31日現在（五十音順）

氏　　名　　　　　勤　務　先 剏ｻ　職　名 

浅野　晃　岐阜市立梅林中学校 刳�血ｧ中学校長会会長 

奥村　隆 弍)Xﾈ�9zx��Eｸ抦ｧxﾕ｢�岐阜県小学校長会会長 

小瀬洋書 ��X･�x��%ｨｯｩ�Xｧr�大垣女子短期大学学長 

片桐武司　学校法人岐阜済美学園 刳�血ｧ私立中学高等学校協会長 

金岡勝一 弍)Xﾈﾊyzy�X･�ｸﾘ)9乂xﾕ｢�岐阜県高等学校長協会副会長 

熊田光久 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ橙�岐阜県博物館友の会会長 

○坂倉又吉 ��y�8ｶXx｢�千代菊㈱取締役会長 

篠田　　薫　かぐや第三幼稚園 刳w校法人篠田学園 かぐや第三幼稚園副園長 

嶋崎藤雄 弍)Xﾈ�9_ｸﾊxﾏij��+r�岐阜県公民館連合会会長 

◎土屋　　斉 �ｩ�X･�Izxｾ(ﾗ2�㈱大垣共立銀行取締役名誉会長 

溝脇昭人　名古屋テレビ放送㈱岐阜支局 剿ｼ古屋テレビ放送㈱報道部 

和田吉弘　岐阜大学教育学部 刳�倦蜉w教育学部生物地学科教授 

◎・・・会長　〇・・・会長代理

〈開催状況〉

月日　5年12月。8日㈱

場所　岐阜県博物館

第一会議室

報告●県博物館の現況につ

いて

議事●マイ・ミュージアム

の企画・運営の在り

方について

●「ハイパーハイビジ

ョン風土記・岐阜」の

構想について

〔事業計画〕
1．展示活動

事　業　名 弍ｨ������ｭB�主　な　　展　示　内　容 

常　　　設　　　展 ��､ｸ齷�)5x麌�,ﾘｻﾙ7�,ﾈ齷�(��(､ｹ�ﾉ[i5x麌�,ﾘｻﾙ7��

のあゆみと美術工芸について展示。刀剣コーナーは年4回 

展示替えを行う。 

特　別　展 「川に生きる一水運 滴��#h�ﾃh�����木材のIii流しから筏による輸送、Iilを渡る箆の渡しや 

と漁労一」 「美濃山地の自然 ��船橋、川魚をとる漁具などに関する資料により、）iiとと 

9／27－11／23 �.�,��h*ｸ+ﾙ�ﾈ��,ﾈ��/���櫁+x.��"�動“植物、地質の分布において特異な構造を示す能郷 
一能郷白山と根尾谷 剩虫R一帯の自然を、そこに生活する人々との関ありを合 

‾」 凾ﾟて総合的に紹介する。 

資　料　紹　介　展 ��自然界のさまざまな不思議な生態や現象を、岩石、鉱物、 
「自然界のふしぎ発 度�����x�ﾃ��紕�植物、昆虫、きのこ、共星の世界といった部門に分けて 

見」 ��やさしく紹介する。 

特　別　　陳　列 �(��8�ﾃ8��#B�岐阜県下各市町村に所在する国や県指定の文化財をは 
「ふるさとの文化財 凾ｶめとした優れた文化遺産を、シリーズ企画で紹介する。 

紹介展」 剿{年度は西濃地区を対象とする。 

スタディーコーナー 俾��(,i�ﾉ[h,ﾉ{ﾉZｩnﾈ,�,(*(,H��ｭ�����{�/�(i�8,�6X�ｸ7ﾘ/��ﾘ*�,H��櫁+x.��"�
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2．教育普及事業

事　業　名 弍ｩ?｢�対　象I定員　　　　　　内　　容 

特別展講演会 II II II 店����高大生・一般 II II II ��「長良川のアユづくり」岐阜大学教授和田吉弘氏 

5／29 劍�YK8/�zﾈ+x�hｯ)Xﾉ�Xｧxｻ8�鉑69Eiy郁��

10／23 劍�YOﾉEｨ�)&�,ﾉ&韆ｨ�hｯ)Xﾉ�Xｧx�ｻ8�抦鯖7冰(ﾏX���

11／20 劍�YOﾉEｨ�)&�,ﾉ�iZ��ｨ�ikﾈﾌ8夊����Xｧxｻ8�ﾛ):��8ﾔh���

文　化　講　演　会 �����2�高大生・一般 ��「海の文化“山の文化」作家高田宏氏 

日曜講座 II II II II II II II 店�繧�高大生・一般 II 小学生以上一般 II 高大生・一般 II II II ��特別展「川に生きる」展示のみどころ 

5／15 劔O)�ｹ�ﾈ�Ym��ﾙ�ﾈ,ﾉm胃騷ﾉ�r�

7／17 劍ﾗｩZ��Y:饂�,ﾈ-8+X*ﾂ�

8／28 劔��Z��Xﾚ�(�,ﾈ-8+X*ﾂ�

10／9 劔<�¥ｩ5x�YOﾉEｨ�)&�,ﾈ齷�(�i5x麌,ﾈ-ﾘ,x+�.ｲ�

10／16 劍-8.�+8,h,ﾈ-�?ｹ:饂��

1／29 劔EｩO(,ﾈﾌ9�8鮑���

3／19 劍�X-8.�+8,h,ﾉ[h嶌ﾞ���樣5x�i5x麌,ﾈ-ﾘ,x+�.ｲ�

自然観察会 II II II II II 滴�纈�小学生以上一般 II II II II II 鉄��ﾂ�春のチョウを観察しよう（たのしい土曜教室対応） 

4／29 5／22 �50人 45人 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�,ﾉ��Z�/�+(-x.h*B�

（グリーンアドベンチャー事業） 

根尾・美山の昆虫・植物ウオッチング 

9／10 �50人 做�,ﾈ6�8x4X/�ｬ��+X.h*H��+ﾘ,ﾈ+X*)7况ｨｻ8��陌��｢�

11／6 �45人 俑ｩOh�YOﾈ�(,ﾈ峪��4X4�6(6�984��

1／14 �50人 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984��

（たのしい土曜教室対応） 

ジュニア 嶋���"�親　子 鉄��ﾂ�探険．〟恐竜回廊（福井県との交流事業） 

恐竜探検隊 ��ﾃ�2�剌h泊：福井県立青少年センター 

陶　芸　教　室 塗��#b�一般 II �3��ﾂ�茶碗　岡田春海さん 

II 祷��#R��3��ﾈ��扞W(��圸68�､8+8/��

親子教室 II Il II II II II II II II II 店�絣�親子 II lI II II II II II II II II 鼎��ﾂ�紙でいろいろなものをつくろうI　水野政雄氏 

5／14 �50人 �.(+8.�,ﾈ���ﾈﾆ�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ��+ﾘ,ﾈ+X*)7况ｨｻ8��陌��｢�

6／11 �50人 �.(+8.�,ﾈ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ��+ﾘ,ﾈ+X*)7况ｨｻ8��陌��｢�

7／9 �40人 �+ﾘ,ﾈ+X*)�愛x��+ﾘ,ﾈ+X*)7况ｨｻ8��陌��ｨﾚ�皐椹jH���

7／31 �40人 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

8／21 �50人 �'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｩ�靈I[iu倩��

10／30 �80人 ��ﾈｫH���X*ｸ,ﾈ+�唏ﾙ��h�+��D仞X+��H�韶Xﾜ8�隸)Xﾈﾊy}��ﾙYB�

12／4 �50人 ��ｨ/�,(*ﾘ,�,H*�+�.h*H���靈I[iu倩��

12／10 �40人 儉X柯,YD陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*H��+ﾘ,ﾈ+X*)7况ｨｻ8��陌��｢�

12／18 �50人 �.ﾘ.xﾝxﾔ���+X-�,�*�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｩ�Ynﾉ�ﾘｷh���

2／19 �40人 倩h,X*(.ｸ*(.ｸ,�.�,ﾈ/�,(*ﾘ.ｸ*D漠�Ynﾉ�ﾙu倩��

たのしい土曜教室 II II II ����繧�小中生・親 II40人 刄Nイズで探険．〟博物館 

11／12 劍.h.ｸ*(�X*�-H,h,ﾈ,(*ﾘ.�/�&ﾘ.ｸ*B�

2／11 粕��白�100人 僣饂渥�,ﾈ��{�/�*�+�*H�們ｩ�h檍�｢�

3／11 �50人 儖ﾈ+X*(､ﾈ/�&ﾘ.ｸ*B�

ふる　さ　と　探訪 �����#2�小学生以上一般 鼎Y�ﾂ�美濃焼のふるさとを訪充て 

特　別　行　事 ���繧� �#���ﾂ�七草かゆを食べよう 

民　俗　芸　能 店��2� ��関孫六太鼓（雨天時5／4に順延） 
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III　平成5年度のあゆみ

職　　　名 倩�����kﾂ�職　　　名 倩�����kﾂ�

館　　　　長 �����(������,8��&｢�〔学　芸　部〕 �6���]8��y���裵�

次長兼総務課長 ��ﾕﾙ�����ﾝi:�ﾖ育��学　　芸　　部　　長 

〔総　務　部〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 冢ﾈ��ﾋH��������ﾄ��

総　　務　　係　　長 刮ﾛ長補佐（美術工芸担当） ��X��nﾈ�����u��

主　　　　任 倡8��ﾋH�����������Il（民　俗′I） ����68��������繒�

主　　　　事 ��x��68��th���B�l／（歴　　史II） 俑���,8��y������

II II 業務嘱託員－12月 II II ��ﾘ��怦���8�����学芸主事（考　古I′） ��X��,ｸ����������

酒　井　美　奈 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8齷�(ﾅy+r�遠　藤　俊　治 

坂　井　真　紀 �ｹ+y^(ﾛ(����Z�%99h�｢�後　藤　常　明 

長谷川　陽　子 粕�����:饂���x��｢�杉　山　陸　別 

亀　山　綾　子 乂xﾇﾈ皦馼��&隗t��ﾈ�｢�前　田　　　　伸 

Il Il II II（1月－） ����:���ｹ������学芸嘱託員（昆虫　〝） �����68��ﾉ(��爾�

田　代　千津子 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ9X�ｷ佛y+r�安　藤　志　郎 

竹　内　寿　子 �ｸ����+x����^(����ﾛ"�平　井　正　春 

古野村　美保子 乂xﾇﾈ皦饕�ｧxﾇﾈ�ｩ�X蹴�鳴�白�三尾寛次 今尾英夫 大前匡昭 梅渓昌美 

〔日誌抄〕

退職　館　　長　　　　　　　篠　田　幸　男

学芸嘱託員　　　　　　桑　原　克　巳

業務嘱託員（12月31日）坂　井　真　紀

転出　次長兼総務課長　　　　尾　藤　俊　二

課長補佐兼教育普及係長　小　川　敏　雄

課長補佐兼自然係長　　国　光　正　宏

総務係長　　　　　　　武　田　正　雄

転入　館　　長　　　　　　　横山勢津男

次長兼総務課長　　　　安　江　真　澄

課長補佐兼教育普及係長　安藤　志　郎

総務係長　　　　　　　斎　藤　紘　子

課長補佐　　　　　　　杉　山　陸　別

II　　　　　　　　　平　井　正　春

学芸主事　　　　　　　前　田　　伸

課長補佐　　　　　　　中　島　　憎　　　　　　　　II　　　　　　　　　三　尾　寛　次

学芸主事　　　　　　　大　平　高　司　　　　　　　主　　事　　　　　　　千　田　友　清

主　　事　　　　　　　鈴　木　猛　久　　　　昇格　課長補佐兼自然係長　　遠　藤　俊　治

新任　学芸嘱託員　　　　　　大　前　匡　昭

II　　　　　　　　　梅　渓　昌　美

業務嘱託員（1月1日†古野村美保子
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平成5年度

4・1　「岐阜県博物館報」第16号発行

10　たのしい土曜教室「チョウを観察しよ

っ」

26　特別展「土と炎の芸術」開場式（6月

27日まで）

29　自然観察会「観察のこみちの植物を調

べよう」

5・2　民俗芸能「関孫六太鼓」

5　親子教室「紙でいろいろなものをつく

ろう」

8　たのしい土曜教室「やさもの（人形を

つくろう）」

14　岐阜県博物館協会総会

16　陶芸教室「茶碗」

23　自然観察会「ふるさとの化石を観察し

よう」

27　匹館連絡会議

6・6　陶芸教室「花瓶」

12　たのしい土曜教室「やさもの（日用品

をつくろう一雄和一）」

17　第二次県恐竜化石調査団結成式

24　岐阜県大型は乳類足跡化石保存調査検

討委員会

7・6－7　東海地区博物館連絡会議（於‘名

古屋市）

10　たのしい土曜教室「ふるさとの祭りの

映画をみよう」

8　資料紹介展「川と自然」（9月5日まで）

5　県博日曜講座「水辺の植物」

0　岐阜県大型は乳類足跡化石保存等連絡

協議会

25　県博日曜講座「水辺の植物」

27　岐阜県児童生徒科学作品展移動展（8

月8日まで）

8・1　県博日曜講座「川とけものたち」

7－8　ふるさと自然探検隊「高原の自然

をさぐろう」

8　県博日曜講座「飛騨・木曽の木材とい

かだ流し」

15　親子教室「火おこし器をつくろう」

22　自然観察会「川原の昆虫を観察しよう」

29　親子教室「竹細工（笛竹とんぼをつく

ろう）」

9・5　県博日曜講座「川のはたらき」

11たのしい土曜教室「博物館を探険しよ

う」

28－29　大聖ほ乳類足跡化石切り取り作業

10・6　特別展「失われゆく植物」（11月28日ま

で）

10・9　たのしい土曜教室「中山道の映画を見

よう」

24　県博日曜講座「今、資源植物が危ない」

31親子教室「紙で恐竜をつくろう」

11・3　文化講演会「漫画と文化」

4　福井県・岐阜県恐竜化石調査交流会

7　ふるさと探訪「街道を歩こう（美濃路）」

13　たのしい土曜教室「突かれゆく植物を

知ろう」

14　特別展講演会「絶滅の危機にある植物」

25－26　東海三県博物館協会交流研修会

（於：豊橋市）

12・8　岐阜県博物館協議会

11たのしい土曜教室「版画で年賀状をつ

くろう」

12　親子教室「凧をつくってあげよう」

19　親子教室「わら細工（しめなれをつく

ろう）」

l・8∴たのしい土曜教室「野鳥を観察しよう」

9　特別行事「七草かゆを食べよう」

20　マイ・ミュージアム（仮称）建設工事

起工式

23　県博日曜講座「中山道と美濃路」

26　平成5年度消防訓練

2・1　特別陳列「学校宝物展」（3月31日まで）

12　たのしい土曜教室「博物館の資料をか

こつ」

3・12　たのしい土曜教室「春をさがそう」

18　大型は乳類足跡化石一般公開
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〔実施事業の概要〕

長い間の夢であり、懸案であった県民参加型

博物館　ハマイ・ミュージアム〝　の起‾」二式が平成

6年1月20日、知事以下、関係者80名が参加し

て行われた。開館以来の大事業がスタートした

のである。

この建物は、鉄骨鉄筋コンクリート構造で、

地上3階地下1階、総面積は約1，600m2で、完成

は平成7年3月末の予定である。なお、完成後

活用が期待されている1階マイミュージアムポ
ールでの展示品（マイコレクション）の公募の

開始、2階ハイビジョンホールで上映が予定さ

れているインターラクティブに操作できる「ハ

イパーハイビジョン風土記・岐阜」（美濃路）に

先立って作られたイメージソフトの完成も付記

しておきたい。（詳細は別掲）

次に特筆すべきことは、美濃加茂市の木曽川

右岸で発見された日本最古の大型ほ乳類足印化

石の採取である。3月末には展示公開し好評を

博した。これに係おって調査団も結成され成果

を得た。

施設面では、環境整備事業として、本年度も

屋上防水工事が行われた。展示備品としてはミ

カワバイケイソウの複製品、アマゴなど魚類の

剥製標本が作製できた。

1．調査研究活動

人文関係では、「岐阜県の風土」というテーマ

で、東濃・申渡地区の民俗について、自然関係

では「奥美濃の自然」というテーマで能郷白山
一帯の地形・地質・動植物の学術調査・研究を

行った。

2．展示活動

下の表に示すように、特別展2回、資料紹介

展1回、特別陳列1回を行った。

3．資料収集活動

人文関係では、来年度の特別展に囲んで、川

に関する民俗資料の収集に努めた。自然関係で

は、やはり特別展との関係で、絶滅危惧植物の

標本資料の収集に九百をおいた。

4．教育普及活動

今年も、きめの細かい教育普及活動ができた。

日曜講座（6固）をはじめ、親子教室（6回）

などみな盛況であった。土曜教室（11回）も定

着したようである。なお、友の会会員のボラン

ティアの参加を得て行われた　W七草かゆを食べ

よう〟は、2年目を迎え、参加者数240名という

人気ぶりであった。

なおまた、入館者にアンケートを実施し、貴

重な資料を得ることができた。年間入館者数は

63，444人であった。

事　業　名 弍ｨ����]��展　示　内　容 �?ﾈｭ倆)�B�

詰∴詰∴映 僖�����ｭB�織用信長像、戸田氏鉄像などの軸物や伎楽・行道・能楽な ��

どに使用する両の展示も有った。刀剣も随時入れ換えた。 

特別痕 十と炎の芸術 ～ふるさとに息づく枝と心－ 滴��#x�ﾃh��#r�郷士を代表する美濃古陶をはじめ、県下各地に継承されて ��h�3c湯�

いる諸笠の代表作を展示 

失われゆく植物 ����緝�ﾃ����#��失われゆく柏物とそれらを守り育てようとする取り組みに ��h�33�B�

ついて紹介。 

資料紹介展 Iiiと自然 度�����ﾃ��絣�木曽・長良・措菱の三川を中心に、河川がつくりだす環境 ����3c�2�

とそこに生きる動物の姿を紹介。 

特別陳列 ′学校宝物展 �(����ﾃ8��3��岐阜・西濃・美濃地区の小・中学校80校がもっている貴重 嶋�3��"�

な資料を妓示・紹介。 ��

スタディーコーナー 僖�����ｭB�ふるさとの化石（4月）、岐阜県のスゲ（5・6月）、セミ ��

の仲間（7・8月）、石灰岩とかこう岩（9・10月）、動物 

の骨格（11・12月）、カモ（1・2月）、月別（12－3月）、 

ふるさとの植物化石（3月） 

足跡化石等展示 �8�������ﾂ�木曽川で発見された大型は乳類足跡化石の実物標本を展示。 ��
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〔刀剣展示・スタディーコーナーの概要〕

1．刀剣コーナー

人文展示室2に刀剣コーナーを設け、美濃の

刀剣を中心に展示している。5年度の年間展示

資料は下記のとおりである。

特に、第2期には、太刀・打力・薙刀・脇指・

短刀・槍など各種の刀剣を展示し、小中学生か

ら一般の方にも広く刀剣に親しめるようにした。

2．スタディーコーナー（人文）12月～3月

刀剣への理解をより一層深めてもらうために、

刀剣の名称や種類、鑑賞のポイントなど、実物

資料を用いて分かりやすく解説した。

第　　　1　　　期 ��h������(������ｯ｢�第　　　3　　　期 

平成5年4月1日 兌ﾙ�ﾃYD繆ﾈ綺?｢�平成5年12月6日 
～平成5年7月4日 �ｩ[ﾙ�ﾃYD��(ﾈ綺?｢�～平成6年3月31日 

刀　無銘　志　　　　　　津 �8���k9l���躪����������������,2�太刀　銘　助　　　　　　　　守 

刀　無銘　直　江　志　津 �8���k9l���+ﾈ����ﾕﾘ����躪����,2�刀　無銘　伝　　　正　　　宗 

刀　　銘　渡川赤坂住兼元 ���8���l���ﾉ8��������������ﾏR�刀　無銘　忘　　　　　　　　津 

太刀　銘　長　谷　部　国　信 �8�����l���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�刀　無銘　宙　　江　　志　　津 

太刀　銘　波　平　行　安 �%ｩ8���l���ﾉ8����������������+ﾂ�刀　　銘　兼　　　　　　　元 

脇差　銘　兼　　　　　　見 ��H����l���ﾉ8�����������������刀　　銘　濃州赤坂住兼元 

槍　　銘　志津三郎源兼氏 �>98���l���OY����+y�H�[ｨ����^(ｪ��短刀　銘　兼　　　　　　　元 

槍　　銘　兼　　　　　　若 刎X輾��l���$���Fx��荿������;��槍　　銘　兼　　　　　　　若 

脇指　銘　二　王　清　実 刎X輾��l���$���Fx��荿��ｶx��;��

3．スタディーコーナー（自然）

このスタディーコーナーでは、ふるさとの自

然資料に関わるトピック的な話題や、季節にマ

ッチした身近をテーマを、地学、動物、植物の

各分野ごとに実物資料と解説パネルでわかりや

すく展示紹介してしている。

◇「ふるさとの化石」・…‥3月～4月

岐阜県には、福地・赤坂と日本を代表する古

生代の化石を産する地域がある。今回は、この

地域の化石を中心に紹介した。

◇「岐阜県のスゲ」……5月一6月

スゲ傘を作るスゲの仲間は、花も目立たず、

分類が極めて困難なものとして調査も進んでい

ない。岐阜県には、90種ほどのスゲ類が生育し

ているが、その中から代表的な種類の標本を紹

介した。

◇「鳴く虫・セミの仲間」……7月～9月

日本には32種のセミが生息している。このう

ちヒメハルゼミなど岐阜県に生息する13種の
W鳴く虫〝　セミの生態を紹介した。

◇「神岡鉱山の鉱物」……10月一11月

神岡鉱山で産出されたセン亜鉛鉱、黄銅鉱、

方解石などの鉱物と、鉱物から作り出された製

品を紹介した。

◇「動物の骨格」……11月～12月

動物の骨格を見る機会は少ない。したがって

今回は、哺乳動物のノウサギ、ヌートリア、ム

ササビ、モグラなどの全身骨格を紹介した。

◇「水辺の烏・カモ」・・・…1月～2月

冬鳥「カモ」には、姿の美しい鳥が多い。今

回は、アヒルの原種であるマガモ、長い尾（ピ

ンテール）をもつオナガガモなど、よく親しま

れている鳥を中心に紹介した。

◇「，ふるさとの柄物化石」・・・…3月一

植物化石は、地質時代の気候を類推するのに

適した資料である。今回は、新生代の岐阜県産

植物化石とそれに関わる動物化石を紹介した。

14－



〔特別展〕

1．「土と炎の芸術

～ふるさとに息づく技と心～」

4月27日（灼～6月27日（日）

郷土岐阜県の焼き物は、瀬戸黒、黄瀬戸、志

野、織部など東濃地方の美濃焼に代表される。

これらは、桃山時代から江戸時代の初期にかけ

て本格的に発展し、末期には磁器の製法も伝わ

り、美濃焼の生産活動はますます活発になった。
一方、小規模ではあるが、飛騨の小糸焼、渋草

焼、山田焼、岐阜の金華山焼、大垣の温故煤な

ど県下各地に新しい窯場が生まれた。

本展は、郷土を代表する美濃古陶をはじめと

して、県下各地に継承されている諸窯の代表的

作品を一堂に展示し、ふるさとに息づく技と心

のすぼらしさを理解していただくことを願って

企画した。

〈展示構成の概要〉

展示は、過去より出発し、現在そして未来へ

とつながっていく技と心を見つめ、味わってい

けるようにと、次のように大きく4つの構成で

紹介した。

I．美濃の焼き物の流れII．ふるさとの焼

き物（（1）今に息づく技と心（2）蘇らせたい技と

心）III．現代の焼き物　Ⅳ．焼き物の科学

また、作品資料は600余点、その他の資料200

余点と、多彩かつ多量の展示となった。

I．美濃の焼き物の流れ（須恵器から現代）

古墳時代後期の、駐韓で成形し、奮窯で高火

度焼成がなされ、自然軸がかかった焼き物一須

恵器－から、桃山陶の志野焼を再現し人間国宝

になった荒川豊蔵たちの現代までの美濃で焼か

れた焼き物を時代順に紹介した。

1－g細i 末偖)Iｹ="�� 

＝＝＝‾1－≡＝≡＝… ��剽ﾘ ��
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特に、国重文の「美濃国」の刻印入りの須恵

器や技術革新によって誕生した美濃独特の焼き

物一瀬戸黒、黄瀬戸、吉野、織部の桃山陶を中

核に展示し、その名品を味わってもらった。ま

た各種の染付技法による美しい磁器も見どころ

の一つとした。

II．ふるさとの焼き物

（1）今に息づく技と心

技術や作品の形は違え今なお焼かれている小

糸煤や渋革焼、温故燐など6つを紹介した。

（2）蘇らせたい技と心

名工と謳われた加藤春岱の今尾春岱焼、日光

東照宮の陽明門を焼き物で作品化した成瀬誠志

の茄子川焼、多くの個性的な作家を輩出した金

華山煤など17の焼き物を紹介した。

III．現代の焼き物（県下の代表的作家の作品）

伝統的な焼き物の技と心を受け継いだ作家と

創作的な焼き物を追求している作家の作品22点

を展示し、美濃焼の流れの延長線とした。

Ⅳ．焼き物の科学

粕薬と焼成の関係を科学的な面から紹介した。

く関連事業〉

○特別展講演会
「織部焼の源流と国際性」　6／20（日）

美濃陶芸協会名誉会長　加藤卓男氏

○陶芸教室（対象　一般　定員30名）

①「茶碗」5／16（日）②「花瓶」6／6（日）

美濃陶芸協会副会長　小林文一氏

○たのしい土曜教室（対象　小中学生と親）

①「やぎもの（人形をつくろう）」5／8出

②「やさもの（日用品をつくろう）」6／12（D

O陶芸実演

毎日曜日（午前と午後の2回）・ロクロ実演

関市女性陶芸家　岡田春海さん

○図録「土と炎の芸術」（B5判　72ページ）



2特別展「失われゆく植物」

10月6日㈱－11月28日（口）

めざましい経済成長により、私たちの生活は

便利になり、生活水準も向上した。その一方で

は、豊かな自然やそこを生活場所とする多様な

動柄物が姿を消しつつあることも事実である。

野生植物では、農家を悩ました水田雑草のサ

ンショウモや各地の小川にみられたクロモから、

限られた地域にしか分布しないシデコブシやミ

カワバイケイソウなどまで、その自生地が失わ

れようとしている。

本展では「失われゆ〈植物」と題し、岐阜県

を中心にして絶滅のおそれのある野生植物の現

状を紹介した。この展示をとおして野生生物種

の保護についての理解を深めること、失われゆ

く植物とその背景にある人間の活動を見直す機

会とすることを目指した。

〈展示内容〉

展示は、次の5コーナーに分けて、絶滅危惧

植物の標本ならびに関連資料、自然との共存へ

の取組みの現状を示す資料等272点を展示した。

1－－－＝－ �� ���� �� 倅����ﾃ���ﾈ�ﾂ�≡＼一一＿三 �� ������b�

尉 �� ���� �� �� �� 

削 �� 剪� �� 乖"�ｫb� �� ��

鰯 �� � � �� �� �� 
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（1腫物の声が聞こえますか

植物界の役割とそこに起こっている様々な変

化・異変を実物・写真資料等で紹介。

小テーマは、①植物は育ての親、②変わる植

物相、（動直物の異変とした。

（2）これらの植物の絶滅はいつ

岐阜県かち失われた植物や保護の必要な植物

とそれらの自生していた環境を実物・写真・模

型資料等で紹介。

小テーマは、（D岐阜県から消えた植物、②絶

滅が心配される植物とした。

（3）自然との共存をめざして

自然との共存を図る取組の現状と課題を写

真・生活資料などで紹介。

小テーマは、①人々の生活と柿物、②自然と

の共存として、環壇汚染の例やエコ商品等を展

示し、人々の環境への配慮の現状を示した。

（4）取組みが始まっている自然との共存

以前より進められている自然との共存に関わ

る事業の例を、パネルや模型で紹介。

小テーマは、①森林生態系の保存、（②多自然

型）iiづく　りとした。

（5）井波一雄氏の植物画の世界「東海の希少植

物」

岐阜県を中心にして、東海三県の絶滅が心配

される植物の中から代表的な種類50点を精巧な

箪づかいのボタニカル・アートで紹介。

く関連事業〉

○特別展講演会

「絶滅の危機にある植物」

11／14（口）東京大学助教授　矢原徹一氏

○県博日曜講座

「今、資源植物が危ない」

10／24（口）岐阜薬科大学助教授　田中俊弘氏

○たのしい土曜教室

11／13（D　「失あれゆく柏物を知ろう」

○図録出版

「失われゆく植物」（B5割　64ページ、カ

ラー図版106、白黒図版99）。岐阜県の絶滅危

惧・希少植物の大半を網羅。
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〔資料紹介展〕

（1）liIと自然

7月18日（日）～9月5日（日）

県内には木曽、長良、揖斐の木曽三川をはじ

め、富川、庄川、土岐川など多くの河川が流れ

古くから人々の生活を育んできた。また、Iiiは

豊かな自然をつくりだし、さまざまな柄物を育

て、魚、鳥、昆虫など多くの動物の住みかとな

っている。

今夏の資料紹介展では、川がつく　りだした環

境とそこに生きる動植物の姿を総合的に紹介し

た。そして、最近人々の水に対する意識も高ま

りつつある中で、自然を見直す一助となること

を意図した。

〈展示構成〉

錦織資料を中心に、180余点の資料を下記のよ

うな構成のもとに展示した。

（1）岐阜県の川 

（2）上流域の自然（山から） 

（3）中流域の自然（里へ） 

（4）下流域の自然（海へ） 

（5）IiIの自然を調べよう 

（1）岐阜県の川

全体の導入として、木曽lii上流工事事務所よ

り借用した木曽三）iiの水系図やランドサット撮

影による写真パネルを展示した。

（2）上流域の自然（山から）

上流で見られる地形（V字谷、おう穴）の自

作モデル、岩石の実物資料を展示した。また、

ブナ林をジオラマにて再現し、林床の植物、ブ

ナと関連する昆虫類（フジミドリ等）、ブナ林や

渓流に生息する鳥類の標本を多数紹介した。ほ

乳動物では、天然記念物であるカモシカをはじ

め、ツキノウグマ、ヤマネ、テン、ノウサギの

季節型を紹介した。さらに、上流域の魚類とし

てイワナ、ヤマメ、アマゴ、両生類のオオサン

ショウウオ、クロサンショウワオや水生昆虫類

を展示した。

（3）中流域の自然（里へ）

中流で見られる地形・地質の特徴として、扇

状地・河岸段丘があげられる。各務原台地の礫

や恵那市の河岸段丘の剥ぎとり標本、地層モデ

ルを展示した。生物では、ハンノキやヤナギ等

川原の植物標本やススキのジオラマを作成しポ

ンドタヌキ、ヌートリア、イタチ等を合わせて

紹介した。また、中下流域に生息する魚類を木

曽川に生息する魚類パネルとともに、液浸標本

により紹介した。その中には、特別天然記念物の

ネコギ羊や天然記念物のハリヨも含まれている。

（4）下流域の自然（海へ）

下流で見られる地形・地質として、濃尾平野

を取り　上げ、マガキの化石による濃尾平野の生

い立ちを紹介した。動植物ではアシ原を中心と

して、そこに生息する世界最小のネズミである

カヤネズミやオオヨシキリとカッコウの托卵を

取り上げた。また、河口付近に多く生息するカ

モ類やサギ・シギ類などの鳥の標本やIii原の昆

虫としてハンミョウを縮介した。

（5）川の自然を調べよう

このコーナーでは、小中学生の夏休みの白田

研究の手助けになるよう、河口からの距離とレ

キの変化、水質を調べるための指標生物、水生

昆虫の採集の仕方、動物を知る手がかりとなる

足跡などを展示した。

また展示期間中は、手づくりリーフレットを

無料で配布し、解説を補った。

〈関連事業〉

資料紹介展開催中の関連事業として、下記の

ものを実施した。

日曜講座・自然観察会

7月25日（日）「水辺の植物」

8了月1日（日）「IiIとけものたち」

8月22日（口）「川原の昆虫を観察しよう」

9月5日（日）「川のはたらき」

これらは、展示に関連した講座、観察会であ

るため有意義な活動であったと思われる。

闇浬
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〔特別陳列〕

「学校宝物展」

2月1日（周一3月31日㈱

それぞれの学校には、開校以来今日まで歩ん

できた歴史と伝統があり、その学校にとって大

切な記念品ともいうべき品々がある。また、学

校は、地域の文化センターとして、その地域の

さまざまな文化遺産が寄せられることもあった。

そうした学校の「宝物」を紹介する本展は、

今回が三力年計画の最終年にあたり、岐阜・西

濃・美濃地区の小・中学校80校で大切に保管さ

れてきた品を展示した。本展を通して、学校の

果たしてきた役割の一端を紹介し、各学校への

理解を深めるとともに、郷土の文化を再発見し

ていただく一助となるよう企画した。

〈主な展示構成〉

①絵画の部（玄関等に掲げられている洋画、日

本画等）（②書の部（校長室等に掲げられている

扁額や掛軸等）③歴史資料の部（学校の歴史を

物語る学校日誌や旧校舎の鬼瓦等。また学校に

保管されてる地域の歴史的遺物）④教育成果の

部（学校の教育活動の成果である優勝盾や文集

等）⑤その他の部（記念晶として学校に寄せら

れた陶器や化石等）

▲lii合玉堂画「三保の松原」（岐阜市立京町小学校）

〈主な展示資料〉

（1）川合玉堂画「三保の松原」（岐阜市立京町小学

校）

文化勲章を受章した日本画壇の巨匠である川

合玉堂が、母校である京町小（岐阜高等小学校）

に寄贈した大作。

（2）村瀬藤城自筆の書（美濃市立昭和中学校）

美濃市出身の漢学者で、教育者としても有名

な村瀬藤城の直筆の書（額装）。

なお、ぽん木　▲展示風景（ぽん木、時鐘、大時計など）

のほかに、時鐘や振鈴、大時計など、学校に時

を告げた島々を特集してコーナーを設けた。

（4）学校日誌（関市立安桜小学校）

明治25年から昭和32年まで書き継がれた71冊

におよぶ学校日誌。その時代の出来事に対する

学校や地域の反応がよく表現されている。

（5）ハリヨ（神戸町立南平野小学校）

地域のシンボルであり校歌にも歌あれたハリ

ヨを絶滅の危機から救おうと、人工池を造り飼

育に取り組む姿を、ハi）ヨの展示を過して紹介

した。

〈展示資料数〉

絵画14点　書20点　歴史資料50点　数育成果

8点　その他12点　計104点

く出I品校〉

岐阜地区小・中学校33校（うち私立中学校1

校）　西濃地区小・中学校34校　美濃地区小・

中学校13校　訂80校

本展の出品資料について、各小・中学校から

200字以内の原稿をいただき、それをもとに展示

解説を行い、解説書を作製した。

▲ハリヨ（神戸町立南平野小学校）
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〔調査研究・資料収集活動〕

－自然部門－

1．調査研究

〈動物分野〉

（l）奥美濃の調査及び資料収集

昨年に引き続き、当地域の主峰である能郷白

山における小型ほ乳動物の調香を行った。登山

道入日より山頂に至る登山道を中心に調査した。

収集した主な資料は、ポンドハタネズミ、スミ

スネズミ、アカネズミ、ヒメネズミ、ヒメヒミ

ズ、ヒミズなどであった。

（2〉奥美濃の調査及び資料収集（昆虫）

昨年に引き続き能郷自両地域を中心とした昆

虫類の調査を行った。収集した主な資料は、コ

キクイツツキノコムシ、キクイツツキノコムシ、

コウノツツキノコムシ、チャイロヒメタマキノ

コムシ、キノコヒラタケシキスィ、オオクロチ

ビシデムシ、ホソチビオオキノコ、ベニモンム

クゲキスイであった。

〈植物分野〉

（1）奥美濃の調査及び資料収集

郡上郡明宝村寒水、武儀郡洞戸村、板取村、

山県郡美山町西洞、相野西洞において資料収

集・写真撮影を行った。収集資料は特別展用に

保管した。

（2）失われゆく植物の調査及び資料収集

高山市松本町、清見村楢谷、岐阜市連日洞、

富加町大平賀、根尾村水鳥谷、板取村内脚谷、

闇市東田原、揖斐Iii町小野、土岐市定林寺、朝

日村秋神、海津郡日原、羽島市堀津、高知県安

芸市、河合村天生、可児市羽崎等において絶滅

危惧植物の調査及びサクラソウ、サルノンエビ

ネ、ヒメコウポネ、ミカワバイケイソウ、シデ

コブシ、ミノンライトソウ、ヒメシャガ、イワ

サクラ、ミゾコウジュ、ナガエミクリ、インモ

チソウ、アツモリソウ、クマガイソウ、タコノ

アシ、ガガブタ、オニバス、タキミシダ、ヤシ

ャビシャク、ツメレンゲ等の写真撮影及び資料

収集を行い、特別展「失われゆ〈植物」に展示

した。本調査によって、54種のレッドデータ種

の資料を収蔵することができた。

〈地学分野〉

（1）奥美濃の調査及び資料収集

本巣郡根尾村地域の能郷白山、山県郡美山町

の舟伏帖こおいて、岩石及び化石の調杏を「地

質図・岐阜」（工業技術院地質調査所発行）を碁

に実施した。また、能郷白山の花崗閃緑岩を収

集し、絶対年代の計測を実施した。この測定結

果及び収集資料は、来年度特別展に展示する。

（2）岐阜県大型は乳類足跡化石等調査

平成5年3月14日、美濃加茂市内の木曽川右

岸河妹で、鹿野勘次氏（高等学校数論）によっ

て日本最古の大型は乳類足跡化石が発見された。

そこで、発見された足跡化石及び周辺の地質

ならびに関連化石の学術調査を行なうため、緊

急に「岐阜県大判ま乳類足跡化石等調査団」を

編成した。

また、河床に残された足跡化石を保有するた

め、関連する法規上の問題を処理し、足跡化石

を含む岩体を切り取る技術的な検討を行なった。

その後、木曽川の水位の低下を待って切り取り

作業に着手し、平成5年9月29日、足跡化石を

採取した。採取した足跡化石は、表面の強化処

理・裏面処理等を施した後、平成6年3月18日

からメインホールの一角を関連資料とともに展

示した。

また、前記に関連する調査も、切り取り作業

及び保存処理作業と並行して行なった。平成5

年12月17日、平成6年1月25日に現地調査を実

施し、新たに足跡化石の可能性のある岩石を採

取し、地質調査を行なった。また、平成5年12

月26・27日、平成6年2月28日には足跡化石の

詳細な調査と現生動物との比較調査を行なった。

▲大型は乳類足跡化石標本
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（3）岐阜県恐竜化石調査

①調査団の結成

岐阜県大野郡自川村の大白川上流域に分布す

る手取層群中から1989年に恐竜の足印化石が

発見され、それを契機に岐阜県恐竜化石学術

調査団（第一次）が結成された。同調査団は、

1990～1992年の3年間にわたり白川村一濫川村

地域に分布する手取層群について広範な学術調

査を実施し、手取層群の層序区分や地質構造あ

るいは産出化石をもとに、同地域において恐竜

化石が含まれる可能性の高い地層を明らかにし

た。

このような第一次調査団の成果を踏まえて、

平成5年度は、恐竜化石が含まれる可能性の高

い地層の中から恐竜化石を得ることを目標に、

第二次岐阜県恐竜化石調香団を組織し、荘川村

の尾上郷Iii支流大黒谷上流域において掘削調香

を行なった。

▲掘削作業の状況

②掘削地点及び掘削調査経過

掘削地点を含む尾上郷川流域に分布する手取

層群は、下位から、大谷山累層・大黒谷累層・

アマゴ谷累層・別山谷累層に区分され、全て整

合に重なる。これらの内、恐竜化石を含む可能

性の高い層準は、大黒谷累層に最下部とアマゴ

谷累層の最下部である。

これらの層準では、恐竜化石と共存する化石

としてこれまで経験則的にいたれてきたカメ類、

魚類の鱗などの化石が確認されている。たとえ

ば、第一次調査団によって、アマゴ谷累層の最

下部から大型爬虫類の歯の化石が得られている。

また、大黒谷梁塵の最下部かちカメ類化石をは

じめとする多くの化石が確認されていた。

掘削地点は大黒谷累層の最下部層準にあたり、

今回初めて導入する重機（バックフォー）の搬

入や掘削作業の条件を考慮して、大黒谷上流域

にあたる大黒谷林道沿いの露頭を選んだ。この

地点は、以前に恐竜の菌の化石が発見されたと

いおれている露頭である。

現地調査は予備作業・撤収作業を含めて1993

年7月22ロー8月4日の14日間にあたり行なっ

た。

期間中は天候に恵まれず、化石の採取に関し

ては十分な成果が得られなかったが、重機の扱

いに熟練した技術者やボランティアとして協力

いただいた岐阜大学教育学部地学科の学生諸君

の貢献は大変大きいものであった。

本調査では、H的とする地層の上部の表土を

重機を用いて掘削し、林道沿いに最大幅約20メ
ートル、最南部約20mの逆扇形の露頭及び目的

とする地層約45m2を露出させて、層位掘り（層

画法）で行なった。

註藍子∵ 
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▲ボランティア参加の岐大生

③掘削調査の結果

本調査では、化石調香とともに調査地点の地

質調査も行ない、採取した化石種のデータと合

わせて総合的な堆積環境の推定をした。

目的とした地層からは、多くの軟体動物化石

や植物化石を採取した。脊椎動物化石として、

カメの板骨・大腿骨や魚類の鱗などを多数採取

したが、恐竜化石は発見できなかった。

本調査の詳細な報告は、岐阜県博物館調査研

究報告書vol．15に発表した。
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2．資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成6年3月31日現在）

＼ 亊������������劍妤��w��寄　託 佗b�
実　物 兒����ｲ�移管・自作 その他 弍������>��H�｢�

動　　　物 �3��3c#R�16 ��#��（16，614） ���0 �3��3ss��

柏　　　物 ��X�3C���53 �����（1，491） ���0 ��X�3cc"�

岩石・鉱物 �(�3�S��5 都2�（542） ����0 �(�3�SR�

化　　　石 ���3塔"�35 �#��（1，078） 鼎r�28 �(�3��"�

そ　の　他 田2�22 ��c��（21） ���0 �#S2�

計 鉄��3�C��131 鉄���（19，746） 田R�28 鉄��3鉄"�

3．資料寄贈芳名一覧（敬称略・順不同）

資　科　名 �5��B�芳　名 

ノ　　ウ　サ　　ギ 鳴�長瀬敦久 

オ　　オ　　タ　　カ ���和田勝志 

ト　ラ　フ　ズ　ク 鳴�福井強志 

ス　ナ　ヤ　ツ　メ 釘�国光成幸 

ノ　　　ス　　　リ ���祖「用言強志 

コ　ウペ　モ　グ　ラ ���杉川　正滞 

良∴桑　ウ　リ �2�福田種男 

カ　　ワ　　セ　　ミ �"�和良村役場 

ヒ　　　　　　　　ス ���金占弘之 II 

オオコ　ノハズク ���

アユ　カ　ケ波浪 ���Il 木塚隆幸 

1 

資　料　名 �5��B�芳　名 

モ　ク　ズ　ガ　二 �"�"�大橋亮一一 

メ　　　　ジ　　　ロ 刹Tiii幸子 

イ　ンドクジャク ���森本清一一郎 II 小倉止治 II 

ア　オ　サ　ギ ���R�2�R���

コクワガタ 高師小僧 僮I 地宗－郎 

南　極　の　着　信 ���影向達也 

＝∴∴∴圧　　．、 釘�鈴木武雄 

棚橋源太郎糾＿顕組時計 ����棚僑猷郎瑚会 

預貸日時計解説資料 綿��小原輝子 

糊 ���､��ｲ�69>Xｨ���� ���� 

「「∴： ����‾一一一‾謎 � ��

翻 �� 僣�'��ﾙ�V末侭�ﾙ{ﾂ� 

資　料　名 �5��B�芳　名 

ア　ツ　モi）ソ　ウ ���小林　懲 

タ　コ　ノ　ア　シ他 �"�後藤稔治 

タ　マ　ミ　ズ　キ �"�武藤　　素 

3 �+y$､迄��8���

タチス　ミ　レ他 ��b�立久井昭雄 

大正4・5年採集階棄 途�森貴久夫 

県内鹿植物標本 ���3CC��∴村延天 

飛騨地方産植物標本 ���C#���長瀬秀雄 

岐阜県産植物標本 �(�3����井波一雄 II 川瀬仙吉 

奄美大島産動植物標本等 都B�

飯沼慾斎「平林乱の植物 ��コ�

県内産シダ種物標本 鼎2�村瀬正成 

▲チョウジソウ（キョウチクトウ科）　　　　　　▲日本産クワガタムシ

川岸や原野のやや湿った草地にはえる多年草

で、5－6月淡青紫色の美しい花をつける。県

内に自生の記録はあるが、現状は不明で、絶滅

が危惧されている。
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一人文部Fl－

1．調査研究

〈考古分野〉

○濃飛の古代遺跡及び出土品の調査研究。特に

古代寺院跡について調査を行い、調査研究報

告書にまとめる。

○平成5年度特別陳列「学校宝物展」に向けて

の調査研究。冊子にまとめる。

〈民俗分野〉

○平成6年度特別展「川に生きる」に向けての

調査研究。図録にまとめる。

2．資料数一覧

〈歴史分野〉

○平成6年度特別陳列「．ふるさとの文化財」に

向けての調査研究。

〈美術・工芸分野〉

○濃鶏の染物と織物について調査研究。

○郡上焼、特に利平焼について調査研究。

○美濃出身の村瀬秋水生誕200年にちなみ常設

展の一部に特別コーナーを設け、秋水の書画

と交流のあった文人の墨跡等を展示する。

＼ 亊������������劍妤��w��寄　託 佗b�
実　物 兒����ｲ�移管・自作 その他 弍������>��H�｢�

考　　　古 ���3涛2�164 鉄"�（1，797） 鉄�r�186 �(�3��"�

歴　　　史 ���3#�R�34 ��#"�（1，193） �#��163 ���3SCR�

民　　　俗 �(�3�Sb�2 湯�（2，051） �#�2�30 �(�33�R�

美術・工芸 �##r�17 �3r�（173） �#S��1，249 ���3sヲ�

そ　の　他 ���0 ���（0） ���1 ���

計 店�3Csb�217 �##��（5，214） ���3����1，629 嶋�3SS"�

複製には模型・ジオラマを含む（平成6年3月31日現在）

3．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　　名 

九曜紋入火薬入（鑑札付） ���岡　部　正　明 

携　　帯　　用　　秤 ���山　田　良　司 

実業修身訓ほか書籍 ����正　村　俊　江 

小学唱歌集初編ほか �2�小木曽典孝 

ト　ビ、オオト　ビほか 迭�江　間　重　雄 

筏　　　　の　　　　擢 ���長　屋　理　助 

船大工　道具　ほ　か ��2�横　山　　実 

柿　渋　紙　ほ　か �#"�篠　田　　員 
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〔教育普及活動〕

1．概要

テレビ・ラジオ・新聞への積極的な広報活動

を展開するとともに、タウン誌・情報誌への資

料提供に努めた。また、昨年度に引き続き案内

解説の充実に努めるとともに、映画会等も導入

し、ニーズの多様化に応じる体制をとった。ま

た、マイ・ミュージアム関連の広報も新たに加

おった。

2．教育活動

教育活動のうちの一つ、土“日曜日の催しも

のには、今年も別表（P25）のような多くの参

加者があった。参加者は延べ人数2，516人で昨

年を上回った。

特に、親子教室は毎回好評で、定員をオーバ
ーすることが多く、可能を限り対応した。親子

教室への参加者の特徴は、30代前半の親が子ど

も以上に積極的に参加し、熱中することである。

特別展講演会「織部焼の源流と国際性」では、

加藤卓男氏の知名度もあり、464名の参加者があ

った。講堂は250名が限度であり、テレビを使用

して対応したが、少々無理があった。

平成4年9月から実施されている「たのしい

土曜教室」は、体験的学習を多く取り入れ、好

評であった。特に「やさもの」は、定員の2倍

以上の応募があった。

昨年より企画された「七草がゆを食べよう」

は、昨年度の反省もあり、友の会会員の協力で

非常にスムーズに運営された。友の会会員も、

前日に野草づみを行い、楽しんで参加され、今

後の博物館ボランティア活動に、ひとつの方向

が示された。なお、来館者にふるまった七草が

ゆは240食であった。

館内の教育活動としては、土・日曜日の展示

解説の充実に力を入れた。受付に黒板を用意し、

その日の解説予定、解説時間を記入し、来館者

がひと目でわかるようにした。解説内容も、仏

像、刀剣、植物など新たに加えた。また、業務

嘱託員の手づくり解説「ワンポイントガイド」

を作成し、来館者に配布した。

3．解説業務のための研修

特別展、常設展示解説のため、解説研修を次

のように実施した。

●特別展等館内研修　　　　　8回

●常設展館内研修　　　　　　14回

●館外現地研修　　　　　　　　2回

4．広報活動

新聞等マスコミに対し、機会あるごとに担当

者に直接ファクスを使用して記事を送付し広報

に努めた。また本年度、資料紹介展、特別陳列

にもちらしを作成し、ポスターもすべてカラー

化した。また、催しもの案内を十六銀行各支店

に置いた。

外国人向けに、英文リーフレットを作成し、

国際交流センター、ホテル等に配布した。

5．資料の貸し出し

他館での展示会等に貸し出した主な資料

（1）自然

○栃木県立博物館（4．22－6．23）

ヌ「トリア剥製他

○水戸市博物館（7．14－9．21）

アライグマ剥製他

○富山市科学文化センター（7．20－10．9）

ツクバネソウ肺葉標本他

○多治見青年会議所（7．31－8．2）

ムササビ、タヌキ剥製他

2点

2点

3点

28点

○名古屋市博物館（8．28－10．11）

イノシシ剥製、キンバイソウ脂葉標本他29点

○郡上八幡総合文化センター（9．1－12．1）

スライド（オオツノジカ）　　　　　　l点

○美濃市役所林務課（9．8－9．25）

メジロ剥製他　　　　　　　　　　　　　25点

○斐太高等学校（9．15－9．30）

恐竜の歯（レプリカ）　　　　　　　　l点

○美濃加茂ロータリークラブ（10．20－11．20）

スライド（ライチョウ）　　　　　　　1点

○岐阜北税務署（11．12－11．17）

イグアノドン足跡化石他

（2）人文

○奈良県立美術館（9．5－10．13）

森川朴園作「狸々」

15点

1点

○愛知県滴り小i貝殻山貝塚資料館（9．26－12．3）
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円満寺山古墳出土「天王自席単文帯二神二獣

鏡」1点

6．博物館実習生指導

上越教育大学、お茶の水女子大学、武蔵野美

術大学、駒津大掌、京都精華大学、信州大学、

日本福祉大学、千葉大学より各1名、計8名を

指導した。

7．図書資料

図書資料室と郷土学習室では約22，000冊の本

を開架式で来館者の利用に供している。購入に

よる収集のほか、他館との交換、寄贈等により

年々資料は充実してきている。

本年度、棚橋源太郎に関する資料の寄贈を受

けた。この資料に関しての大学関係者の問い合

平成5年度　刊行物一覧

わせ、調査のための来館が多数あった。

8．刊行物

本年度刊行した出版物等は下記の通りである。

9．視聴覚関係

郷土学習室では常時ビデオを上映した。また、
一部の作晶を、地歌舞伎作品に入れ換えた。特

別展では関連ビデオを上映した。日本自然保護

協会、国際交流協会から計3本のビデオの寄贈

を受けた。

毎即諾日、映画（16mm）を上映した。特別展

期間中は、特別展に関連する映画を上映し、そ

れ以外の期間は、小学生向きのアニメーション

を中心に番組を編成した。好評で、一回平均

30－40人の入場者があった。

名　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?ｨ������LX�Y¥R�兀I�D儖X��ﾖﾂ�

岐阜県博物館だより　第50号 店�CH�Fﾈ����#X��I¥R��(�3S������th,ﾈ檠�ﾘﾟﾂ�

II　　　　　第51号 店�Cx�C��B5　4頁 粕������丿SS��YH�｢�

II　　　　　第52号 店�C���C�����#X��I¥R�薄ﾂ�

岐阜県博物館報　第16号 店�CH�C�����#X��3)¥R�都S��

岐阜県博物館英文リーフレット 店�C���Fﾈ�����H��噂R��(�3����

岐阜県博物館調査研究報告書　第15号 塗�C8�C3�����#X��CI¥R�都���

平成5年度岐阜県博物館催し物案内 　　II 店�CH�C��B4　裏表 �3��3����

II　　　B3　表 �4，200 

特別展図録 店�CH�C#x����#X��s�¥R�冲h,ﾈ檠�ﾘﾟﾂ�

土と炎の芸術 剴c������������3S���｢�

失われゆ〈植物 店�C���Ch����#X��c9¥R�田���（1，000） 

特別展等ポスター 士と炎の芸術　ポスター 店�CH�C�����#"����3S���

ちらし ��B5 �#X�3����友の会発行 

失われゆく植物　ポスター 店�C��C���B2 ���3S���

ちらし �#R��#X�3����II 

IiIと自然　　　　ポスター 店�Ch�C#��B3 ���3����II II II 

ちらし ��B5 �#��3����

学校宝物展　　　ポスター 店�C�(�C#x����#2����3����

ちらし ��B5 �#��3����

マイ・ミュージアム展示コレクション募集ポスター 塗�C��C�x������r����3S���

資料紹介展・特別陳列パンフレット 川と自然 店�Cx�C������#X��#�¥R����3���� 

学校宝物展 塗�C(�C�����#X��C噂R����3#���
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平成5年度　催しもの一覧

事　業　名 弍ｧ$��対　象 �.�R�困　　　　　　　容 伜����ﾈ蹴�

特別展講演会 ll 文化諦∴演∴会 塗��#�������B�一般 II II ��「織部焼の源流と国際性」 鼎cB��sr�

美濃陶芸協会名誉会長　加藤卓男氏 
「絶滅の危機にある植物」　東京大学助教授　矢原徹一一一氏 

11／3 劍�Yi�h,i[h嶌�h������������������i�h徂��Y�&馘�櫁���152 

県博日曜講座 II II II II Il 度��#R�小学生以上一般 II 一般 ��水辺の植物 �3R�

8／1 剩末�,h*�.�,ﾈ+ﾘ+��21 

8／8 劔O)�ｸ�Ym��ﾘ,ﾉm胃�,h*(*�+騷ﾈ+R�19 

9／5 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�免曝,ﾈ,ﾘ+ﾘ+�*ﾂ�26 

10／24 1／23 �ｩL｢�白���Xﾚ�����ﾋ���Z�*ｨｮｸ,�*(�b�110 80 

岐阜薬科大学助教授　田中俊弘氏 

中川道と美濃路 

自然観察会 II II 滴��#��X��#2�小学生以上一般 親子 鉄��ﾂ�3y�ﾂ�観察のこみちの樹木を調べよう �#r�Cb�

（グリーンアドベンチャー事業） 

ふるさとの化石を観察しよう（荘川村） 

8／22 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�30人 ��ﾈﾋH,ﾈﾚ�(�/�ｬ��+X.h*B�38 

ふるさ　と　自然 嶋�縒�親子 鉄��ﾂ�高原の自然をさぐろう（中津川市・根の上高原） 鉄"�

探　　検　　隊 ��ﾃ��剌h泊：恵那山荘 

陶芸教室 II 店���b�一・校 II �3��ﾂ�茶碗　　　　　　　　　美濃陶芸協会副会長　小林文一氏 �3��

6／6 �30人 ��iW(��������������������OﾉEｩ:佗ﾈｺh檠Yｸ檠+x��揵}�[h耳���30 

親子教室 II lI II II Il 店�絣�親子 II II II lI lI 鼎��ﾂ�紙でいちいろなものを作ろう　　　造形作家　水野政雄氏 鼎��

8／15 �40人 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ+�*B�69 

8／29 �50人 �'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ/�,(*ﾘ.x*H�ｩ'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu倩��62 

10／31 �40人 倩h,Xｻ�{8/�,(*ﾘ.ｸ*B�61 

12／12 �50人 ��ｨ/�,(*ﾘ,�,H*�+�.h*H��������������'ﾈﾝxﾔ育H���靈I[iu倩��51 

12／19 �50人 �.ﾘ.xﾝxﾔ���+X-�,�*�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ.ﾘ.xﾝxﾔ育H���Ynﾉ�ﾘｷh���70 

たのしい土曜教室 II II II II II II II II II II 滴�����小中学生・親 II II II II II II II II II II 鉄��ﾂ�チョウを観察しよう �3"�

5／8 �50人 �.(+8.�,ﾈ���ﾈﾆ�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�66 

6／12 �50人 40人 �.(+8.�,ﾈ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ+�*H�ｹ&��H�ﾈ�｢�77 

7／10 劍-8.�+8,h,ﾈﾝX.�,ﾈ防柯/�-ﾘ.h*B�96 

9／11 劔H饂渥�/�%Hﾊ�+X.h*B�107 

10／9 劔(h�);�,ﾈ防柯/�-ﾘ.h*B�29 

11／13 劍�.ﾘ.ｨ.H����Z�/�&ﾘ+�*B�26 

12／11 劔LX柯,YD陞ｨ�8/�,(*ﾘ.x*B�61 

1／8 �50人 冢ﾉ+�/�ｬ��+X.h*B�26 

2／12 �100人 僣饂渥�,ﾈ��{�/�*�+�*B�48 

3／12 劍�/�+8*ｨ+ｸ*B�32 

ふるさ　と探訪 ����縒�親千・一般 �3y�ﾂ�街道を歩こう（美濃路） 鼎r�

特　別　行　事 ���纈�来館者 �#���ﾂ�七草がゆを食べよう �#C��

民　俗　芸　能 店��2�II ��関孫六太鼓 冩�����
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〔マイ・ミュージアム棟建設事業〕

数年来の構想が実現の運びとなり、平成5年

度から建設及び関連事業が進行することになっ

た。また、平成6年3月には、国のマルチメデ

ィア情報センター整備補助金の対象に決まった。

予算は平成5年度予算として計上（6年度へ繰

越明許）され、また工事とともにマルチメディ

ア映像ソフト「ハイパーハイビジョン風土記・

岐阜」の制作も開始した。

1．マイ・ミュージアム棟の建設

（1）施設の概要

鉄筋コンクリート構造、地上3階、地下1階、

エレベーター設置

●建築物延両横1，632．9m2

●建設工事費　約1，488百万円

●工　　　　事　大日本土木㈱・新束建設工業

㈱共同体他

●設　　　　計　大建建設

●完　成　予　定　平成7年3月

●各階の概要

地下1階　エントランスホール、機械室

地上1階　マイミュージアムホール（仮称）

県民の収集“所蔵品の展示を行う。

地上2階　ハイビジョンポール（仮称）
「ハイパーハイビジョン風土記・岐阜」の

ハイビジョンマルチメディア情報等を150イ

ンチスクリーンで放映。客席は約130席。

地上3階　レファレンスホール（仮称）
「ハイパーハイビジョン風土記・岐阜」等

をマルチメディア情報として個別に検索する

学習室。他にハイビジョン静止画ソフト制

作・編集室等を設置。

（2）建設工事の進渉状況

平成5年4月一6月　実施設計上の検討

II6年1月20日　起工式

知事、副議長、教育委員長等多数列席して博

物館職員駐車場で式典挙行。

′I6年2月～　鹿児島庭園移設、研究作業

棟取壊し等基礎工事が進行している。

2．ハイビジョン「ハイパーハイビジョン風土

記・岐阜」のソフト制作

（1）ソフトの概要

岐阜県全域を美濃路、中山道、郡上・飛騨街

道の4街道を基軸に、人文、自然の事象を現代の

風土記として4年計画で制作する。映像はハイ

ビジョンによるマルチメディアとし、双方向性

をもつ。

（2）制作の進渉状況

平成5・6年度に「美濃路編」制作

制作委託先　㈱NHKエンタープライズ

平成5年4月　館組織に担当設置。資料収集

開始。
II l1月　㈱ノ＼イビジョン普及支援セン

ターとの共同企画によるシュミ

レーションソフト完成公開、知

事観賞。

平成6年3月　本ソフト制作本格化

製作費　5年度　4，000万円

6年度　6，000）井J

3．マイ・ミュージアムホールの運営計画

（l）計画の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）のコレクショ

ンを募集し、期間を限って展示するなどの基本

的運営要領を作成して公表、募集を始めている。

（2）計画の進渉状況

平成5年12月　県博物館協議会において運営

要領を協議。

平成6年1月　報道機関に発表

II　　3月　展示希望者募集開始（5月末

日まで、以後随時）

II　　3月　募集ポスター制作、配布。多

様なコレクションの展示応募が

ある。

1募集ポスター
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕

（平成5年4月1日一

平成6年3月31日）

〔博物館関係〕
国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

国立科学博物館

衆議院憲政記念館

東京国立近代美術館

国立科学博物館附属自然教育園

京都国立博物館

田立民族学博物館

北海通関折の村

北海道開抑記念館

札幌芸術の森

北海道立北方民族博物館

小樽市博物館

小樽市青少年科学技術館

釧路市立博物館

苫小牧市博物館

苫小牧市科学センター

直立函館博物館

九miI市博物館

根室市博物館開設準備室

斜里町立知珠博物館

穂別町立博物館

浦幌町郷土博物館

利尻町立博物館

青森県立郷土館

八戸市博物館

岩手県立博物館

岩手県農業博物館

仙台市博物館

仙台市科学館

斎藤報恩会自然史博物館
仙台市歴史民俗資料館
塩竃神社博物館

東北歴史資料館

秋田県立博物館

山形県立博物館

山形県立うきたむ風土記の丘

致道博物館

福島県立博物館

会津民俗館

茨城県立膝史館

水戸市立博物館

土浦市立博物館

日立市郷土博物館

栃木県立博物館

小出市立博物館

栃木県立しもつけ風土記の丘資料館

栃木県立なす風土記の丘資料館

群馬県立歴史博物館

群馬県立近代美術館

等懸野岩宿文化資料館

浦和市立郷土博物館

埼玉県立博物館

埼＝剛吉立民俗文化センター

埼玉県さきたま資料館

戸田市立郷土博物館

埼玉県市歴史資料館

埼玉県立自然史博物館
千葉県立中央博物館

千葉市立郷土博物館

千葉市立加営利貝塚博物館

我孫子市烏の博物館

市立市川考古博物館
高月i自然博物館

君津市立久留里城址資料館

千葉県立大利根博物館

千葉県立上総博物館

千葉県立安房博物館

船橋市郷土資料館

千葉県立総高博物館

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立房総のむら

足立区立郷土博物館

板橋区立教育科学館

板橋区立郷土資料館

太田区立郷土博物館

紙の博物館

船の科学館

渋谷区立松涛美術館

たばこと塩の博物館

東京都江戸東京博物館

世田谷区立郷土資料館

家具の博物館

逓信総合博物館

博物館明治村東京事務所

豊島区立郷土資料館
三井文庫

サントリー美術館

港区立港郷土資料館

江戸東京たてもの園

八王子市郷土資料館

福生市郷土資料室

府中市郷土の森博物館

J RA競馬博物館
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町田市立博物錦

町HJ市立国際版画美術館

神奈川県立博物館

神奈川県市金沢文庫
根岸競馬記念公苑（馬の博物館）

横浜美術館

横浜マi）タイムミュージアム

川崎市青少年科学館

川崎高畠民ミュージアム

平塚市博物館

茅ヶ崎市文化資料館

秦野市立桜十手古墳展示館

横須賀市自然人文博物館

山梨県立美術館

山梨県立考古博物館

長野市立博物館

松本市立博物館
飯田市美術博物館

大町山岳博物館
信濃町立野尻湖博物館

信州新町化石博物館

長岡市立科学博物館

富山市郷土博物館

雷両市科学文化センター

富山県立山博物館

魚津水族館

石川県立歴史博物館

石川県輪島漆芸美′術館

小松市立博物館

松任市立博物館

石川県白山自然保護センター

福井県立博物館

福井正立郷土歴史博物館

福井市自然史博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

福井県立自然保護センター

静岡県立美術館

静間市再発呂博物館
上原仏教美術館

下田海中水族館

沼津市歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

富士市立博物館

三島市郷土館

焼津市歴史民俗資料館

浜松市博物館

愛知県芸術文化センター

徳川美術館
熱田神宮宝物館



名古屋市博物館

名古屋市科学館

名古屋市見晴台考古資料館
でんさの科学館
一富市博物館

日本モンキーセンター

博物館明治村
i）トルワールド

愛知県陶磁資料館

瀬戸市歴史民俗資料館

豊田市郷土資料館

豊橋市美術博物館

豊橋市自然史博物館

豊橋市地下資源館

豊橋百二lIi宿本陣資料館

安城市歴史博物館

岡崎市郷土館

おかざき世界こども美術博物館

知立市歴史民俗資料館

半田市立博物館
トヨタ博物館

三好町立歴史民俗資料館

鳳来寺山自然科学博物館

清州貝殻山貝塚資料館
四日市市立博物館

桑名市博物館

海の博物館

真珠博物館

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

藤原岳自然科学館
日本カモシカセンター

大津市歴史博物館

滋賀県立琵琶湖文化館

琵琶湖博物館開設準備室

彦根城博物館

長浜市立長浜城歴史博物館

滋賀県立安土城考古博物館

滋賀県陶芸の森

栗東歴史民俗資料館

京都府立総合資料館

京都府京都文化博物館

博物館さがの人形の家

中信美術奨励基金

京都府立丹後郷土資料館

大阪市立博物館

大阪市立科学館

大阪市立東洋陶磁器美術館

大阪人権歴史資料館

大阪市立自然史博物館
吹田市立博物館

岸和田市立郷土資料館

堺市博物館

大阪府立弥生文化博物館

柏原市立歴史資料館

神戸市立博物館

神戸海洋博物館

兵庫県立歴史博物館

姫路文学館

辰馬考古資料館

明石市立文化博物館

尼崎市立文化財収蔵庫

伊丹市立博物館
兵庫県立入と自然の博物館

奈良県立美術館

大和文華館

橿原市手塚資料館

奈良県立橿原考古学研究所付属博物館

香芝市二上山博物館

奈良県市民俗博物館

和歌山市立博物館

和歌山県立自然博物館

鳥取県立博物館

島根県立1事物館

奥出雲多根自然博物館
岡山県立博物館

岡山県立美術館

津山洋学資料館

倉敷市立自然史博物館

広島県立歴史博物館

広島県立歴史民俗資料館

安佐動物公園
日本はさもの博物館

宮島町立宮島歴史民俗資料館

新市町立歴史民俗資料館

山口県立山H博物館

美祢市歴史民俗資料館

秋吉台科学博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

高松市歴史資料館

愛媛県立博物館

高知市立白田民権記念館

高知県立歴史民俗資料館

佐川町立佐川地質館

北九州市立歴史博物館

北九州市立考古博物館

北九州市立自然史博物館

福岡市博物館
九州歴史資料館

佐賀県竜博物館／美術館

長崎県立美術博物館

長崎市竜博物館

熊本市立熊本博物館
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熊本県立美術館

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

宮崎県総合博物館

鹿児島県立博物館

鹿児島市立美術館

鹿児島市膝史資料センター黎明館

尚古集成館

岐阜県歴史資料館

岐阜県美術館

岐阜県立図書館

岐阜県陶磁資料館

岐阜市歴史博物館

岐阜市科学館

各務原市魔史民俗資料館

内藤記念くすり博物館

大垣市歴史民俗資料館

海津町嬢史民俗資料館

揖斐川l町歴史民俗資料館

土岐市美濃陶磁歴史館

瑞浪市化石博物館

瑞浪陶磁資料館

膝史民俗資料館高山郷土館

郷土文化伝習館・埋文調査所

〔博物館協会〕
全国科挙博物館協議会

日本博物館協会

神奈川県博物館協会

全日本博物館学会

静岡県博物館協会

愛知県博物館協会

岐阜県博物館協会

〔役所関係〕
文化庁文化財保護部

横浜防衛施設局建設企画課

建設省庄内川工事事務所

名古屋植物防疫所
岐阜県総務部広報課

岐阜県企画部消費生活課

岐阜県企画部統計課

岐阜県企画部地域振興課

岐阜県商工労働部商工課

岐阜県林政部林政課

岐阜県自治研修所

武儀県事務所

岐阜県保健環境研究所

岐阜県工業技術センター

岐阜県工芸試験場

岐阜県農業総合研究センター

岐阜県水産試験場



岐阜国際交流センター

岐阜県広報センター

岐阜コンベンションビューロー

川島町役場

高富町役場
平田町役場
墨俣町役場

藤橋村役場

関市役所

八幡町役場

美並村役場

可児市役所
土岐畠役所

荻原町役場

古川町役場

岐阜高文化センター

各務原市民会館

穂積町民センター

大垣市立図書館

美濃市文化会館

美濃市中央公民館
美濃加茂高文化会館

多治見市文化会館

〔教育委員会関係〕
北海道教育委員会

東京都教育庁生涯学習部

板橋区教育委員会

世田谷区教育委員会社会教育部

神奈川県教育庁文化財保護課

相模原市教育委員会社会教育課

川北町教育委員会

新居町教育委員会

常田市教育委員会史料叢書編纂会

春日井市教育委員会文化振興課

津吊教育委員会
四日市市教育委員会文化課

亀両市教育委員会社会教育課

大山1両寸教育委員会

滋賀県教育委員会

山東町教育委員会

能蕎）ii町教育委員会社会教育課

豊中市教育委員会

泉佐野市教育委員会

船路市教育委員会文化課

明石市教育委員会

橿原苗教育委員会社会教育課

東郷町教育委員会

福岡県教育委員会

鞍手町教育委員会
大分県教育委員会文化課

岐阜県教育委員会

岐阜県教育センター

岐阜県情報処理教育センター

グリーンテクノセンター

岐阜メモリアルセンター

岐阜市教育委員会

各務原市教育委員会

穂積町教育委員会

大垣市教育委員会

藤橋村教育委員会

開高教育委員会
美濃市教育委員会

美濃加茂市教育委員会

七宗町教育委員会

恵那市教育委員会

岩村町教育委員会

高向南教育委員会
久々野印教育委員会

岐阜市少年自然の家

関ヶ原青少年自然の家

闇市少年自然の家
土岐少年自然の家

御獄少年自然の家

〔学校関係〕
秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館

山形大学附属博物館

筑波大学歴史人類学研究所

筑波大学地球科学系

川村学園女子大学図書館

国学院大学博物館学研究室

田′学院大半考古学資料館

駒沢大学文字部自然科学教室

東京農業大学農業資料室

日本犬′羊文理掌部応用地学教室

明治薬科大学明薬資料館

明治大学考古学博物館

明治大学商晶陳列館

明治大学学芸員養成課程

法政大学文学部考古学研究室

学習院大学

東京農工大学附属繊維博物館

武蔵野美術大学

実践女子大学博物館学研究室

神奈川大学日本常民文化研究所
日本大学農獣医学部資料館

帝京大学山梨文化財研究所

金沢大学理学部附属植物園

静岡大学理学部地球科学教室

東海大学海洋科学博物館

名古屋大学文学部美学美術史研究室

名古屋大学古川総合研究資料館

名古屋大学工学部土木工学科
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市郎学園大学人文科学研究会

古郡学園無期大学地域社会研究会

名古屋経済大学自然科学研究会

愛知大学統合郷土研究所

愛知大′撃文革合

名古屋造形芸術大学附属図書館
同志社大学博物館学芸員課程

立命館大学文学部国際平和ミューンアム

仏教大学総合研究所

京都肘立大学昆虫学教室

関西大学考古学等資料室
大阪大掌文学部考古学研究室

大理大半附属天理参考館

島根大学山陰地域研究総合センター

九州産業大学芸術学会

別府大学附属博物館

多治見市池田小学校

岐阜第一女子高等学校

羽島高等学校

池田高等学校

不破高等学校

郡上高等学校

開高等字校

閲商工高等学校

加茂高等学校

可児工業高等学校

大垣日本大学高等学校

岐阜大′学教育学部

岐阜薬科大挙

岐阜両立女子短期大学

岐阜経済大学地域研究所

聖徳学園岐阜教育大学

東海女子大学

聖徳学問女子無期大学

中京短期大学

中部女子短期大学

岐阜県高等学校地理教育研究会

岐阜県高等学校生物教育研究会

岐阜県高等学校地学教育研究会

岐阜県高等学校理科助手研究会

岐阜県高等学校教育研究会

美濃地区高等学校国語研究会

岐阜県小中学校長会

岐阜県高等学校長協会

岐阜県校長会館

岐阜県PTA連合会

〔研究機関・出版社・その他〕
地質調査所

東京国立文化財研究所

社会教育研修所

宮内庁書陵部



国立劇場養成部資料課

宮内庁正倉院事務所

奈良国立文化財研究所

北網圏北見文化センター
いわき市教育文化事業団

あきた結び文化研究会

福島市児童文化センター

千葉県文化財センター

東レ科学振興会

足立区伊興遺跡調査会

西原遺跡調査会

株式会社ココロ

日本美術刀剣保存協会

山武ハネウエル

藤田トイミュージアム財団

下中記念財団

東京貝類同好会

田面会事務所

ギャラリーSVAX

ポーラ文化研究所（文化振興財団）

全回過疎地域活性化連盟

青少年交友協会
日本ナトヨナルトラスト

三貴タルムード

地学団体研究会

古筆学研究所

平和祈念事業特別基金

丹青総合研究所“文化空間研究部

テレコム高度利用推進センター

日本宇宙少年団

乃村工璧社文化環境研究所

八丈島八重根遺跡調香会

大島泉濡道路遺跡調査団

板橋市場内遺跡調査会
日野市落川遺跡調査会

都営川越道住宅遺跡調査会

武蔵国分寺関連遺跡調査会

落liI・一の宮遺跡調査会

横浜市ふるさと歴史財団
玉川文化財研究所

横浜市青少年科学普及協会

神奈Iii自然保全研究会

川崎市立日本民家園

平岡環境科学研究所

神奈川県立自然保護センター

冨山市ファミリーパーク公社

愛知県文化振興事業団

中部建設協会

河川部河IIi計画課

中部電力株式会社

美術文化史研究会

水彩連盟　愛知支部

Ll本イヌワシ研究会

木地屋とろくろ研究所

京都服飾文化研究財団

古代学協会

醍醐寺文化財研究所

国際日本文化研究センター

国民融合をめざす部落問題全国会議

濱田耕作先生著作集印行委員会
道修町文書保存会

日本生命財団

クボタ

極楽寺宗教文化研究所

淡神文化財協会

のじぎ〈文化財保護研究財団

黒）iI占文化研究所

元興寺文化財研究所

岡山県自然保護センタ一

章戸千軒町遺跡調査研究所

厳島神社社務所
スペースキャンプクラブ

未来の森ミュージアム

種子島開発総合センター

青森県埋蔵文化財調香センター

千葉県文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

神奈川県立埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター

富山県埋蔵文化財調査事務所

富山県規蔵文化財センター

静岡県埋蔵文化財調査研究所

愛知県埋蔵文化財センター

瀬戸市埋蔵文化財センター

豊橋市埋蔵文化財調査事務所

滋賀県埋蔵文化財センター

桜井市立埋蔵文化財センター

松山市埋蔵文化財センター

福間市埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

岐阜県文化財保護センター

各務原市埋蔵文化財調査センター

多治見市文化財保護センター

美並村文化財保護審議会

岐阜県博物館友の会

岐阜教育会

岐阜県郷土資料研究協議会

岐阜県歴史資料保存協会

岐阜県文化財保護協会

岐阜県常民文化研究会

岐阜県植物研究会

岐阜県昆虫同好会
岐阜県哺乳動物調査研究会

岐阜市文芸祭実行委員会
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中山道加納宿文化保存会

商長森郷土史会

慾斎研究会

養老町文化財保護協会

岐阜県文化財保護協会大野支部

東海地理研究会

美濃民俗文化の会

霊山顕彰会岐阜県支部

岐阜地区市民生活共同組合

創価学会岐阜県広報部
全国進学情報センター岐阜支局

飛騨考古学会

芸術出版社

アスク講談社

岩波書店

農村文化社

日本美術刀剣新聞社

東京美術

続群書類従完成会

世界の動き社

第一法規出版株式会社

ぴあ株式会社名古屋支局

名古屋鉄道株式会社広報宣伝部
日本新評論社出版部

啓林館
日本文教出版株式会社

北向日書房

サンメッセ企画出版事業部

書道心両院

CHUAN

ぶらざ事業部

Oreille事業部

西美濃わが街社

美濃揖斐谷通信編集室

郡上史談会

海外撃人月刊社

中輩民国国立中央図書館

今日郵政月刊社
自由中国細事報社

光華画報雑誌社

中華民国僑務委員会

〔個人〕

花ケ前盛明　　篠田幸次

和田吉弘　　　安藤日出氏

清　重信　　　市原信治

水野政雄　　　宮崎　惇

小林信子　　　中島　悟

千藤克彦



〔利用状況〕

1．入館者数

本年度は、入館者総数63，444人、前年に

比べて約23．4％の減少となった。これは、

天候不順、特別展開催数の減などによる影

響が考えられる。

また、開館日数は306日であり、1日平均

の入館者数は207人であった。

月別の入館者数は右表のとおりである。

1日の入館者が最も多い日は、皇太子御成

婚を記念して入館料の無料開放を行った6

月9日で1，409人を数えた。

団体入館者数をみると、団体4，816人で入

館者総数の約7．6％にのぼり、月別では、7

月が最も多く、団体入館者全体の約24．9％

を占めている。

特別展期間中の入館者数は、

石衣のとおりである。入館者総

数は33，003人で、これは入館者

総数の約52．0％にあたる。また、

1日平均327人であった。

月 傅ﾉ(i�b�高大生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ���3C�2�551 �(�3#�2�4，237 �#b�163 

5 �(�3CC��452 店�3��B�8，696 �#b�334 

6 ���3�c2�299 店�3#�2�6，655 �#b�256 

7 ���3��r�912 �(�3�sR�4，204 �#r�156 

8 �(�3C���460 �8�3ゴ��6，729 �#b�259 

9 ���3C#��151 �8�3�c"�4，633 �#b�178 

10 度�33���136 �8�3cc2�11，179 �#r�414 

11 �(�3�CB�402 �8�3#湯�5，845 �#R�234 

12 �33��123 塔#R�1，286 �#2�56 

1 鉄#R�86 ���33Sr�1，968 �#2�86 

2 都Cr�69 ���3scR�2，581 �#B�108 

3 ���3CCb�752 �8�3#32�5，431 �#r�201 

計 �#(�3CC��4，393 �3h�3c���63，444 �3�b�207 

特別展名 弍ｨ��ｭB�小中生 俘)�Y�b�一　般 佗b�

土と炎の芸術 滴�C#x�ﾃh�C#r�3，996 ���3�3b�11，567 ��h�3c湯�

失われゆく植物 ����Ch�ﾃ���C#��9，192 鉄�b�6，596 ��h�33�B�

計 ��13，188 ���3cS"�18，163 �38�3��2�

2．施設利用

今年度の講堂及び研修室の利用者は次のとおりであった。

〈講堂〉

5．6．15　関蝶々会

8．19　岐阜県中学校理科研究部会

8．24　美濃教育事務所初任者教員研修会

〈研修室〉

5．5．22　岐阜県哺乳動物研究会

6．26　日本美術刀剣保存協会　岐阜県文部

7．11岐阜野尻湖友の会

7．29－30　関市教育委員会（少年少女科学

教室）

9．7　岐阜県高等学校長協会

9．25　日本美術刀剣保存協会　岐阜県支部

11、4　岐阜県教育委員会　学校教育課長会

11．23　美濃市教育研究所

6．3．1　岐阜市中学校教頭会



〔博物館関係団体〕

1．岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携の

もとに、社会教育の健全な推進と文化の向上に

寄与すること」を目的に、昭和41年に設立され

た。公開講座（年4回）、機関誌（季刊）、会員

研修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立

の目的に沿うように努力した。

平成6年3月現在、会員館園は126、個人会員

は23名、名誉会長以下主な役員は次のとおり。

名誉会長一梶原拓、会長一浅野勇、副会長一

口下部尚・青木允夫・横山勢津男、理事長一松

本五三、事務局は岐阜県博物館内にある。

2．岐阜県博物館友の会
「博物館事業の普及を図るとともに、会員相

互の教養を高め、親睦を図ること」をめざして

発足した友の会は本年度創立11周年を迎えた。
一般会員516名、後援会員24名で会員数として

は過去最大となり、友の会への期待の大きさを

示す数字となった。会員の年齢構成は、50代、

60代が過半数を占め、生涯教育が叫ばれる今日、

中高齢者の学習・活動の場を提供するという所

にも友の会の使命を感じさせる。

主催事業のうち、探訪の旅は日帰り3回、一

泊二日1回の計4回、他館見学は1回実施した。

いずれも定員を超える参加者が集まり盛況であ

った。今後も、会員の期待にそえるよう内容の

充実に努めたい。

恒例の行事となった文化講演会は、地元関市

出身の漫画家福地泡介氏を講師に迎えて実施し

た。「漫画と文化」と題した講演を県博物館の講

堂が埋まるほどの参加者が聴講した。

こうした友の会の活動を支えるものは、友の

会会員の協力と後援会貝のお力添えによるとこ

ろが大きい。とりわけ、財政的な面はもちろん

のこと、ボランティア活動による友の会会員の

貢献が、本年度いろいろな面でみうけられたこ

とが大きな進歩であった。特別行事「七草がゆ

を食べよう」では、七草の採集から当日の運営

にいたるまで会員ボランティアの方々が活躍さ

れた。来年度は、博物館の活動を支える意味で

▲高野山奥の院にて

のボランティア活動の推進を一層進めていく必

要があろう。

友の会のもう一つの大きな側面である博物館

への支援活動は、共催事業への参加支援、資料

作成等々であるが、昨年度に引き続いて事務機

器を寄贈することなどをした。今後の課題とし

ては、財政基盤の一層の充実をはかるとともに、

探訪の旅などの事業の内容の充実、人気の高い

図録等の増刷、博物館ミュージアムショップの

検討などがあげられよう。

〈会　議〉

●役員会・理事会　4．29　　●総会　4．29

●役員会　1．19　　●止副会長会議　3．18

〈研修事業〉

●探訪の旅　①根尾・谷汲方面　5．30　46

（D安土・近江八幡方面　7．1186

（⑤高野山方面　11．14－15　77

（①豊橋方面　　　　　3．6　95

●他館見学　天理大学参考館ほか　9．5　81

●文化講演会「漫画と文化」　11

〈友の会報発行〉

●第35号　4．1

●第36号　7．1

●第37号10．1

●第38号　1．1

〈資料等作成頒布〉

●特別展図録　「土と炎の芸術」

「失われゆ〈植物」

●「総合案内」等の頒布

〈その他〉

●たのしい土曜教室等共催事業

●会員助成（入館料補助）・県博物館への寄贈
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Ⅳ　利　用　案　内

●開館時間　　4月1日ト10月31日　　　　9時ト16時30分

11月1ロト3月31日　　　　　9時30分ト16時30分

（入館は16時まで）

●入館料　（　）は特別展開催中の入館料

区　　分 侘(�������ﾂ�団体（20人以上） 

般 �#��苓�鉄��苓�｢�150円（400円） 

高校・大学生 ����苓��3��苓�｢�50円（200円） 

小“中学生 冖8��{����S�苓�｢�無　料（100円） 

※団体で利用していただく場合には、下見においでください。

解説資料・利用案内等をさしあげ、館内をご案内します。

●休館　日　　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日卜翌年1月4日）

●駐車場　　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金……普通（軽）自動車　300円、バス　800円

●交　　通　　名鉄美濃町線　小屋名下車　徒歩約15分

岐阜バス　　　小屋名下車　徒歩約15分

自家用車のご利用の場合は百年公園北口からお入りください。

郡上IT購　美並

美濃 　R156 大垣。21器小屋髭煽関剛ゐ 

ミ都i一一一““一一1““1　－ � ���'��E���Jﾙ+)Z位����������*ｶ抹B���������7弍"�U9D靠i4��

東海道本線 　岐阜羽黒 剿ｼ 鉄 名 古 屋 本 線 一宮 

〈都・－ 割く） 大垣iC 岐阜羽島iC 劍ｺ�8������������������#C��

（）　　　　中〉 

R21 ��多ノ昌昇iC 中 

各務原　　　　　　犬用 �<ｲ�

R22 剋ｩ 動 

車 　　　　　　　道 一宮IC　　　江南 

漢●　　　親S提案闘重量壷臨雪国田崎i画西国i貢iiここ 

1　　　　　　　　　8小牧iCS　小牧JC 

名古屋　　　　　　　　　　東海造新幹線 

〒501－32　岐阜県関市小屋名小満1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

岐阜県博物館報　第17号 兢(�Jﾘﾗ2�岐阜県博物館 
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